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今月の俳句(町島口俳句大会入選作品より)

今年3月に制定された、町花「ユウナ（オオハマボウ）」徳之島の海岸沿いでかわいい花をつけています
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わっきゃが　知らん島口
あんにきく
「自分たちが知らない島口は、おばあさんに聞いたら

いいのよ」

（小学校低学年の部入選：白山ももか）

今月の主な内容
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まちの話題

　
国
民
読
書
年
に
ち
な
ん
だ
「
読
書
フ
ェ

ス
タ
」
が
６
月
19
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
親
子
で
読
書
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

町
立
図
書
館
が
開
催
し
た
も
の
で
、
約
70

人
が
参
加
。
講
師
に
奄
美
民
謡
の
会
の
嘉

原
カ
ヲ
リ
先
生
を
迎
え
、
お
話
会
や
講
演

会
、
折
り
紙
教
室
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
お
話
会
で
は
、
布
絵
本
や
読
み
聞
か
せ

で
読
書
に
親
し
み
、
講
演
会
で
は
「
読
書

の
楽
し
さ
、
親
子
読
書
に
つ
い
て
」
を
演

題
に
保
護
者
に
向
け
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
折
り
紙
教
室
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
真
剣
な
表
情
で
海
の
生
き
物
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　

　
６
月
19
日
の
午
前
、
花
徳
の
浜
を
散
歩

中
の
直
島
逸
男
さ
ん
が
沼
に
は
ま
っ
て
動

け
な
く
な
っ
て
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
、

地
域
住
民
が
連
携
し
て
救
出
し
ま
し
た
。

　
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
産
卵
の
た
め
に
上
陸
し

た
後
、
海
へ
と
戻
れ
ず
に
川
に
転
落
し
て

沼
地
に
は
ま
っ
た
様
子
。
発
見
し
た
直
島

さ
ん
は
、
す
ぐ
に
区
長
の
時
政
盛
さ
ん
へ

連
絡
。
地
域
住
民
を
集
め
る
と
、
ロ
ー
プ

で
ウ
ミ
ガ
メ
を
救
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ウ
ミ
ガ
メ
は
海
へ
向
か
っ
て
自
力
で
動
き

出
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
時
区
長
は
、
「
地
域
へ
声
を
か
け
る
と

多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
。
み
ん
な
の
協
力

で
無
事
に
海
へ
と
帰
す
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

　
平
成
22
年
度
、
徳
之
島
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
競
技
別
種
目
大
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
が
６
月
20
日
、
町
健
康
の
森
運
動
公

園
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
に
は
町
内
６
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

途
中
雨
で
試
合
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
な

が
ら
も
熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
亀
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
同
大
会
の
野
球
競
技
に
続

く
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

①
亀
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

②
神
之
嶺
ド
リ
ー
ム
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

③
亀
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
第
60
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
出

発
式
が
７
月
１
日
、
役
場
町
長
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
「
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
達
の
構
成
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
」
で
す
。

　
本
年
の
重
点
目
標
は
「
犯
罪
・
飛
行
を

防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ

カ
ラ
」
で
す
。

　
式
で
は
、
保
護
司
が
参
加
し
て
運
動
に

寄
せ
ら
れ
た
法
務
大
臣
と
鹿
児
島
県
知
事

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
、
そ
の
後
、

町
内
各
地
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
国
民
読
書
年

ウ
ミ
ガ
メ
救
出
大
作
戦

楽しい読み聞かせに子どもたちも夢中

地域住民総出の救出劇

優勝旗を手に笑顔の亀津ファイターズ

メッセージを代読しました

亀
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
優
勝

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

今
年
は
国
民
読
書
年

ウ
ミ
ガ
メ
救
出
大
作
戦

亀
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
優
勝

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
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まちの話題

　
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
「
第
６
回
福
岡
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
」
に

お
い
て
、
徳
之
島
町
観
光
協
会
か
ら
出
品

さ
れ
た
「
キ
ビ
ス
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
」
が

新
商
品
コ
ン
テ
ス
ト
・
食
料
品
・
飲
料
部

門
で
見
事
準
大
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
キ
ビ
ス
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
は
、
タ
ー
ト

ル
ベ
イ
醸
造
（
徳
田
公
一
社
長
）
が
発
売

し
て
い
る
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
発
酵
、
熟
成

さ
せ
た
キ
ビ
酢
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
シ

ャ
ン
パ
ン
風
味
の
炭
酸
飲
料
で
す
。

　
７
月
９
日
に
は
、
関
係
者
ら
が
役
場
町

長
室
を
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
の
徳
田
さ
ん
は
「
販
路
の
拡
大
に
つ

な
が
れ
ば
」
と
喜
び
の
声
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　
７
月
６
日
、
母
間
の
麦
田
川
、
亀
徳
の

亀
徳
川
、
亀
津
の
大
瀬
川
へ
の
コ
イ
の
放

流
が
あ
り
ま
し
た
。

　
コ
イ
の
放
流
は
、
母
間
の
宝
野
秀
嗣
さ

ん
が
役
場
住
民
生
活
課
の
協
力
を
得
て
行

っ
た
も
の
で
、
各
川
へ
50
匹
、
計
１
５
０

匹
を
放
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
川
岸
に
は

看
板
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
赤
や
黒
の
色
と
り
ど
り
の
コ
イ
を
川
に

放
つ
と
、
コ
イ
は
元
気
よ
く
川
の
流
れ
に

身
を
ゆ
だ
ね
て
い
ま
し
た
。

　
宝
野
さ
ん
は
「
コ
イ
は
淡
水
と
海
水
の

混
ざ
っ
た
水
を
好
む
。
放
っ
た
コ
イ
達
が

元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
川
を
汚
さ
な
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

　
「
小
さ
な
親
切
実
行
章
」
の
伝
達
式
が

７
月
13
日
、
役
場
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
小
さ
な
親
切
運
動
は
、
「
で
き
る
親
切

は
み
ん
な
で
し
よ
う
。
そ
れ
が
社
会
の
習

慣
と
な
る
よ
う
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活

動
し
て
お
り
、
徳
之
島
町
で
は
、
本
部
の

特
任
推
進
委
員
も
務
め
る
母
間
の
義
間
久

髙
さ
ん
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
１
個
人
と
10
団
体
へ
高
岡
町

長
よ
り
実
行
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
個
人
】
横
内
誠
人

【
団
体
】
徳
之
島
高
校
・
尾
母
小
中
学
校
・

亀
津
小
学
校
・
亀
徳
小
学
校
・
神
之
嶺
小

学
校
・
太
歯
科
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
モ
リ
・

エ
ブ
リ
ワ
ン
亀
津
南
店
・
㈲
カ
ー
シ
テ
ィ

　今回の会議では、町の防災計画の一環である災害時要援護者
避難の支援対策について、役場・消防・警察、地域の関係団体、
医療や福祉機関の代表が集まり、話し合いが行われました。
　多発する自然災害において、犠牲者の多くが高齢者や障害者
であることから、災害発生時、自力で避難するのが困難な方達
（災害時要援護者）に対する、避難支援対策の充実強化が求め
られています。
　今年度は要援護者の登録申込や、災害発生時の具体的な避難
支援の方法を検討します。
　役場保健福祉課にて、登録の申し込みを随時受付中です。
【問い合わせ先】徳之島町保健福祉課　８２－１１１１（内線１３１）

準
大
賞
に
輝
く

コ
イ
を
放
流

「
小
さ
な
親
切
」
伝
達
式

受賞品と記念の盾を手にする関係者ら

元気に育ってね

受章者のみなさんおめでとうございます

７月２日、平成２２年度第１回目の地域包括ケア会議が開催されました。

関係機関で連携を図っていきます

準
大
賞
に
輝
く

コ
イ
を
放
流

「
小
さ
な
親
切
」
伝
達
式
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　４月２１日に宮崎県で１０年ぶりに口蹄疫が発生し、多大な被

害が出ています。鹿児島県においても県下の家畜セリ市が延期・

中止になっています。

　徳之島でも５月に行われる予定だった子牛セリ市が延期となっ

ているため、農家にとっては収入がなく、また飼養管理費は増え

経営に影響が出ています。

　今回徳之島町では、６月の議会で口蹄疫緊急対策支援事業が追

加補正されました。対象は、５月セリ市に上場予定であった子牛

３０１頭が対象です。１２ヶ月齢を越える子牛について上限５万

円で、その他の子牛が１万円助成金の支給となります。

　７月７日七夕の日、早く農家の経営がよくなりますようによくなりますようにとの願いをこめまして、

徳之島町の肉用牛振興会会長であります亀津の永吉輝彦さんに、第１号の支援金が高岡町長より支給され

ました。永吉さんは生産牛を２５０頭飼育している郡でも有数の多頭農家であり、５月のセリ市が延期と

なっている子牛は２７頭、７月出場予定の子牛は３５頭にもなります。永吉さんは「セリ市が開かれない

まま飼料代がかさみ経営が苦しい中、大変ありがたい」と語っていました。

　また、多くの畜産農家の方々も支援金をいただき飼料代にあて今回を乗り切りたいと語っていました。

　本校では，６月をハンセン病について正しく知る月間と位置づけ，

小・中学生にどのように理解してもらうか職員間で研修を重ねまし

た。まず，指導者側が正しい認識をもたなくてはならないというこ

とから，６月第１週の月曜に職員研修を行いました。その中で，ハ

ンセン病という病名についての理解，歴史，現在の状況等について

研修を深めました。そして，子どもたちにどのような授業を提供す

　　　　　　　　　　　　　　　　ればよいのか十分検討し，指導

　　　　　　　　　　　　　　　　案を作成しました。１・２年生及び３・４年生には「紙芝居」を使い

　　　　　　　　　　　　　　　　理解しやすいように工夫したり，５・６年生と中学生には「訪問の実

　　　　　　　　　　　　　　　　体験」をもとにして考えさせたりしました。人権同和教育は，学校運

　　　　　　　　　　　　　　　　営の基盤でもあります。次世代を担う子どもたちに「正しい理解と行

　　　　　　　　　　　　　　　　動」を身につけさせるために，今後も努力をしていきたいと思います。

まちの話題

畜産業を応援！畜産農家へ支援金

支援金が手渡されました

教育委員会だより（小中学校から）

ハンセン病について正しく知る週間の取組
徳之島町立尾母小・中学校
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　徳之島町の児童生徒の学力向上は，今や喫緊の課題であります。子どもたちの将来を考えたとき，自分
の目標を達成するために学力は大きな力になります。
　しかし，学校・家庭・地域の連携の中で様々な取組がなされてはおりますが，十分な学力が定着してい
るとは言えない状況にあります。その中でも小学生は，基礎的・基本的学力，中学生は，特に英語の力が
弱いということが，諸学力検査等の結果から分かっております。
　そこで，本町児童生徒の基礎学力向上や，英語の学力向上を図るために本年度は，「向学塾」を生涯学
習センターで開設して実施しています。

　実施期間　平成２２年７月２１日（水）～平成２２年８月３１日（火）（２８日間）
            　　（ただし，土日及び，出校日は実施しない）

　参 加 者　 亀津小５年　　粟田海琴さん，石田明冬さん，奥村文香さん，清山康平くん
　　　　　　　　　　　　　重山杏仁くん，内藤快くん，堀部七海さん

　　　　　　神之嶺小５年　富政心くん

　　　　　　母間小５年　　田袋夏鈴さん

　　　　　　亀津小６年　　市来崎天聖くん，榮将理くん，秋丸鈴乃さん

　　　　　　亀徳小６年　　東秀平くん，嶺山誠詳くん，

　　　　　　神之嶺小６年　中野涼花さん

　　　　　　花徳小６年　　中原峻くん

　　　　　　亀津中１年　　與純樹くん，上木隆成くん，清瀬大晴くん，高橋幸太くん，福田龍之介くん
　　　　　　　　　　　　　前柊太朗くん，村上竜稀くん，森潤奈さん，保井大虎くん

　　　　　　井之川中１年　西秀朗くん，嶺山朋生くん，松田そらさん

　　　　　　亀津中２年　　小野遼河くん，清龍樹くん，幸田崇平くん

　　　　　　亀津中３年　　安楽理乃さん，大山翔矢くん，岡山和靖くん，清修平くん，壽健一郎くん
　　　　　　　　　　　　　玉利日菜子さん，福沢奈津美さん，福田汐音さん，藤田幸樹くん，盛将也くん
　　　　　　　　　　　　　福秀樹くん，高岡秀行くん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７月１６日までの申し込み分を掲載しています。）

　以上小学生１６名，中学生２７名の子どもたちが暑い中，一生懸命勉強を頑張っています。
　頑張れ徳之島っ子！

　今回は，東区の学士村塾の様子をお伝えします。東区

の塾長は，教育委員でもあります幸田孝継塾長です。

　この日は，中学校で奉仕作業があり中学生はいません

でしたが，２０人の児童が，学校でやったテストの間違

い直しなどの復習や，作文など子どもたちは，様々な学

習に一生懸命取り組んでいました。

　７月１０日は，学士村塾の保護者参観も計画され，地

域の中の学士村塾がだんだん定着しつつあるなあと感じ

ました。夏休み期間中は，学士村塾はありませんが，ま

た２学期からしっかり頑張ってくださいね。

教育委員会だより

学力向上のための町の取組「向学塾」の紹介

頑張っています学士村塾（東区）

みんな真剣に勉強していました

頑張れ 徳之島っ子！
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　徳之島町教育委員会教育長として二期目を担わせていただくことになりました。町民の皆様のこれまでの

御理解と御協力に対しまして，心から感謝いたしますと共に今後の更なる御指導と御鞭撻、叱咤激励をよろ

しくお願いいたします。

　ところで、二期目の教育行政の目標として次の五項目を掲げ，取り組んで参ります。

一　児童生徒の学力の向上と家庭・地域の教育熱の再燃による「学士村」の再興

二　生徒指導の充実と教職員・ＰＴＡ・地域の協力による学校らしい学校の創造

三　文武両道の推進による賢く・逞しく・心豊かなバランスのとれた児童生徒の育成

四　先人に学び、将来に大きな目標をもって努力する児童生徒の育成

五　知性と文化的素養を身につけた徳之島町民の育成

　これらの目標の実現のために，この四年間の足跡を評価・反省し，推進に積極進取の姿勢で取り組み，「町

づくりは人づくり」をモットーに子どもたちの将来の生活の保障，徳之島町の教育・文化の振興と，より良

い徳之島町の構築に貢献する教育行政の充実に向けて頑張って行きます。

　さて、現在の徳之島町教育行政の最大の課題は，「児童生徒の学力向上」であることは，これまで本紙の

教育委員会欄で広報してきたとおりです。明治以来，我々の先輩が築いた「学士村」と呼ばれた学力が今や

県内・大島地区内でも満足できる状況にはありません。「教育は百年の計」と申しますが，徳之島町の現在

の学力は百年の油断がもたらした結果ということになります。私は，「人生のマスターキーは学力であ

る。」「目先の小さな目標より将来の大きな目標を目指せ。」という信念で、子どもたちには高校や大学

への進学，企業への就職が自分で選択できるだけの学力を身につけさせることが必要であり、子どもたちの

学力向上は，教育行政を預かるものの最大の責務であると肝に銘じ，取り組んでまいります。

　言うまでもなく，学力は学校が責任をもって取り組む必要がありますが、子ども自身の自覚や努力，家庭

の理解と協力（共育），地域の応援なくしてはその成果は期待できません。学校では，授業による学習指導

の充実を基本に，個に応じた指導や補充指導による理解の深化を図ります。家庭には、ヤンキチシキバンの

子育て精神で，子どもの将来を考えて勉強させることを期待いたします。地域には，「学士村塾」や「向学

塾」等、地域でできる教育活動の支援をお願いします。

　また，特別支援教育や幼稚園教育にも力を入れます。全ての子どもが安心と満足感で教育を受けられる教

育環境の整備と義務教育に繋がる幼稚園教育の充実を目指して取り組んで参ります。小・中学校において

は，不登校やいじめ等の問題もあってはならないことと認識し，学ぶ場としてふさわしい，在るべき学校

づくりに関係者と連携して取り組んで参ります。保護者は勿論，ＰＴＡ・地域の御協力なくしては実現しま

せん。よろしくお願いいたします。

　教育環境の面では，現在の各学校の教育を充実させると共に，今後は学校再編も避けては通れない課題で

あり，亀津中学校の校舎建築後は，町の総合計画の中で十分に検討を重ね，教育の町徳之島町の実現に向け

て取り組んで参ります。

６月議会で秋武教育長が再任されました。二期目の抱負についてごあいさつい

たします。

二期目の教育長就任にあたって

徳之島町教育委員会教育長　秋　武　喜一郎
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　平成22年度の宝くじ助成事業として、中区自治会、亀徳区、母間花時名

地区、手々区が一般コミュニティ事業の対象となり、机やイス、音響設備、

櫓等の整備がされました。

　これは、（財）自治総合センターが宝くじの普及広報活動の一環として、住民が行うコミュニティ活動

の促進に助成を行っているものです。今後４団体共に、コミュニティ活動の推進や各種行事等に有効利

用し地域の活性化に役立てる予定です。

平成22年度　一般コミュニティ助成事業のお知らせ

中
区
自
治
会

母
間
花
時
名
地
区

亀
徳
区

手々区

平成22年度徳之島町採用候補者試験を下記により実施します
１．試験区分

　（１）採用職種・人員及び受験資格

２．試験日時　　平成２２年１０月１７日（日）午前９時から試験開始
　　　　　　　　　（受付時間：午前８時から午前８時４０分まで）

３．試験場所　　徳之島町生涯学習センター

４．応募手続　　願書配布：平成２２年８月２３日（月）から徳之島町役場総務課で行います。
　　　　　　　　受付期間：平成２２年８月２３日（月）～ 平成２２年９月１６日（木）まで。

５．その他（問い合わせ先）　徳之島町総務課　　８２－１１１１（内線２１１・２１２）
　※内容等について変更がある場合もありますので８月１６日当日の本町公告及びホームページ、
　　新聞等の案内もご覧ください。

区　　分 職　　種 採用予定人数 受　験　資　格

行政職

一般事務 若干名
昭和55年4月2日から平成5年4月1日まで
に生まれた人

土木技師 1　名
昭和50年4月2日から平成5年4月1日まで
に生まれた人

農業技師 1　名
昭和50年4月2日から平成5年4月1日まで
に生まれた人
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現
在
、
町
内
全
域
で
柑
橘
類
へ

の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
被
害
が
広
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
徳
之
島
町
で
は
、
カ
ミ
キ
リ
ム

シ
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
の
個
数
を
減
少
さ
せ
る
た

め
に
、
１
匹
に
つ
き
20
円
で
買
い

取
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
■
買
取
り
場
所

徳
之
島
町
農
政
課
及
び
花
徳
支
所

■
買
取
り
方
法

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
頭
部
と
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
買
取
り
金
額

役
場
で
数
量
を
確
認
し
、
１
匹
に

つ
き
20
円
で
買
い
取
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

徳
之
島
町
農
政
課

　
８
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
４
３
・
２
４
４
）

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
で
は
、
交
通
遺
児
等
へ
の

育
成
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
は
、
自
動
車
事
故
が
原
因

で
死
亡
し
た
方
、
ま
た
は
重
度
の

後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
様

で
、
０
才
か
ら
中
学
生
の
子
ど
も

を
対
象
に
、
育
成
資
金
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。

■
貸
付
金
額

一
時
金
15
万
５
千
円
／
月
額
２
万

円
／
入
学
支
度
金
（
小
・
中
学
校

入
学
時
）
４
万
４
千
円
、

■
返
済
期
間
　

中
学
校
卒
業
後
20
年
以
内（
高
校
、

大
学
等
に
進
学
し
た
場
合
は
、
卒

業
ま
で
返
済
期
間
を
猶
予
）

　
な
お
、
自
動
車
事
故
等
に
よ
る

重
度
の
後
遺
障
害
者
に
は
、
介
護

料
の
支
給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
事
故
対
策
機
構
　
交
通
事

故
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
０
５
７
０
‐
０
０
０
７
３
８

h
ttp
://w
w
w
.n
a
sv
a
.g
o
.jp
/

　
県
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト

に
よ
る
啓
発
放
送
や
新
聞
広
告
、

人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
の
開
催

な
ど
、
様
々
な
人
権
啓
発
活
動
を

集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者

へ
の
虐
待
、
女
性
、
障
害
者
等
に

関
す
る
人
権
問
題
が
、
依
然
と
し

て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
、
人
権
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現

に
向
け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
７
４

　
鹿
児
島
く
す
の
き
会
で
は
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
あ
る
い
は
闇

金
等
で
困
っ
た
方
々
の
相
談
に
応

じ
る
た
め
に
弁
護
士
・
司
法
書
士

が
左
記
の
と
お
り
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
当
日
会
場
へ
お
電
話
い
た
だ
く

か
又
は
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
22
年
９
月
13
日
（
月
）
～
平

成
22
年
９
月
18
日
（
土
）

各
日
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
迄

■
電
話
相
談

　
０
９
９
‐
２
２
７
‐
０
１
０
２

■
面
談
相
談

①
鹿
児
島
市
山
下
町
12
‐
12

一
二
三
ビ
ル
２
０
１
号

鹿
児
島
く
す
の
き
の
会
事
務
所

②
県
内
弁
護
士
・
司
法
書
士
事
務
所

　
①
の
事
務
所
に
電
話
（
０
９
９

‐
２
２
６
‐
１
７
２
５
）
し
て
も

ら
い
、
近
く
の
弁
護
士
、
司
法
書

士
を
紹
介
す
る
。

■
実
施
方
法

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
電

話
・
面
談
相
談
（
相
談
は
無
料
）

■
対
象
地
域

県
内
一
円

■
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
く
す
の
き
の
会

森
弁
護
士
事
務
所
　
森
雅
美

お
知
ら
せ

　
コ
ー
ナ
ー

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
を

　
　
　
買
取
り
ま
す

交
通
遺
児
へ
の
育
成
資
金

無
利
子
貸
付
の
ご
案
内

８
月
は
人
権
同
和
啓
発

　
　
　
強
調
週
間
で
す

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金

無
料
相
談
会

ゴマダラカミキリムシ
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われんきゃ歯っぴいクラブ 今月は「かみかみチーム」からのお知らせです！

暑いからって
冷たいジュースや
アイスを摂りすぎ
ていませんか？

子供や孫の
歯は大丈夫？

おやつって
何ですか？

甘い物だけが
おやつじゃな
いぜ！

オイラのおすすめは
ズバリおにぎりさ！
歯や体に良いおやつ
なんだ

 おやつの内容・量
時間・回数を考えて
食べることが大切さ

かみかみマン　 かむんジャー

　　　　　　　　～おやつの極意～

一、小皿に取り分ける。（袋ごとだとつい食べ過ぎてしまうため）

二、おやつの時間と回数を決める。（だらだら食いを防ぎ、食事をしっかり食べられる）

三、時には手作りおやつを。（親子で一緒に作って食べる楽しみができる）

四、おにぎりがおすすめ。（腹持ちが良く、お腹が空いた時にピッタリ。）

五、水分補給はお茶。（ジュースにはびっくりするぐらい砂糖が入っている。）

★歯っぴいレンジャーは子ども達の健やかな成長を目指して日々活動中です。

　目標：3年後、5歳児のむし歯の数を3.24本から1.5本に減らす。

　　　　（平成21年から平成23年の間に）

８月１９日（木）は
歯科相談日（健診、フッ素塗布）
無料ですよ！

次回８月広報は
フッくん、けんちゃん
チームより
フッ素と定期健診
についてです

われんきゃ歯っぴいクラブ事務局：徳之島町保健センター内　　８３－３１２１

町民の皆さん、10月1日は国勢調査の日です。

総務省統計局

皆さんのお宅へ、国勢調査員が調査に伺います。
調査票へのご回答、よろしくお願いいたします。

国勢調査は、平成22年10月1日現在、日本に住んでいる全ての人および世帯が対象です。
調査結果は、さまざまな法令に基づいて使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整
備など、私たちのより良い生活のために役立てられます。
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　花徳地区「地域農業管理施設」では、農家の皆様方への支援事業の一環として耕作地の状態を詳しく

調査し、作物に適した施肥等の在り方を考えて高品質、高収入の得られる農業経営を目指していくため

に土壌検査を無料で実施しております。

　土壌検査を希望される方は下記の方法で、役場農政課及び管理施設で申込みをしてください。

≪事業内容≫

耕作放棄地の解消・再生事業

（１）再生利用活動（賃貸業により耕作放棄地を再生・利用）

　　　①再生作業（障害物除去、深耕、整地等）

　　　　・荒廃の程度に応じ、３万円／１０ａまたは５万円／１０ａ

　　　　・荒廃の程度が大きく重機等を用いて行う再生作業の場合１／２等

　　　②土壌改良（肥料、有機質資材の投入、緑肥作物の栽培等）

　　　　・２．５万円／１０ａ（最大２年間）

　　　③営農定着（作物の作付け、水田は除く）

　　　　・２．５万円／１０ａ（１年間）

≪実施要件≫

①農振農用地区域内である事。

②農業委員会を通しての農地貸借契約を締結すること。

③再生農地を５年間以上受託（担い手農家等）できる者の確保がなされている事。

④原則として、所有者以外の農業者（担い手農家等）が取組主体である事。

その他、いろいろと要件がありますので詳しくは下記にお問い合わせください。

【問い合わせ先】　徳之島町農政課　　　　８２－１１１１（内線２４４）

　　　　　　　　　徳之島町農業委員会　　８２－１１１１（内線２７２）

耕作地の無料土壌検査について（お知らせ）

図
１ 

ほ
場

１．採土（土の取り方）の方法

①図１に示すように、５箇所の地点から
ほぼ同量の土を採取（コップ１杯分程度の乾
いた土）し、よく混ぜてビニール袋に入れる。

③採土時期については、作物植付前の整地後がよい。（施肥前）

④検査を受ける方は、各自で採取した土を管理施設まで持参する。

【問い合わせ先】　徳之島町農政課　　　８２－１１１１（内線２４４）
　　　　　　　　　地域農業管理施設　　８１－６３１２

②図２に示すように、Ｖ字型に移植ゴテかスコップ等で掘り、斜面に沿って一定の厚さの土を取る。

農政課農政係からのお知らせ

「耕作放棄地再生利用交付金」について

図２
地表面

Ｖ字型の溝の側面に
沿って採土する

2, 3cm削り取る
10～15cm

表層土

耕作地の無料土壌検査について（お知らせ）

農政課農政係からのお知らせ






